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1．はじめに
兵庫県では，市町毎に発表する土砂災害警戒情報

の補足情報として，5km もしくは 1km メッシュ毎

の危険度を示す地域別土砂災害危険度（以下，地域

別）と更に詳細な土砂災害警戒区域（以下，Ｙ区域）

毎の危険度を示す箇所別土砂災害危険度（以下，箇

所別）の 2 つのシステムを構築している． 
地域別は，土砂災害警戒情報の発表基準の判定手

法と同じ手法を用いていることからインターネット

等で一般に公表しているが，箇所別は，県独自のシ

ステムであり，行政機関向けの情報発信に限定され

ている．しかし，Ｙ区域毎の危険度は，本来，その

地区の住民に直接伝えて効果を発揮するものである．

このことから，今回，公表に向けての検討を行った

ので，この検討結果について報告する．

2．2 つのシステムの概要
1)地域別

気象庁が発表している土砂災害メッシュ情報の

兵庫県版（全国的なモデル）．メッシュ内における過

去の降雨実績や災害発生履歴を元にした経験モデル

である．（メッシュ内の最も危険な箇所での判定がそ

のメッシュ全体の判定となる）（図-2） 
2)箇所別

10m メッシュ毎に地質や斜面の傾斜度等を考慮

した地形モデルを想定し，実績および予測降雨に基

づいた地下水位の上昇による斜面安全率の変化を計

算する物理モデルである 1)（県独自のモデル）．

（図-3） 

3．箇所別公表にあたっての課題

1) 県として両システムを同時に公表するのであれ

ば判定結果を整合させる必要があるが，経験モデル

と物理モデルの判定結果が全く同じになることはあ

り得ない．

2) 土砂災害警戒情報は，県も発表主体であることか

ら以下の問題がある．

① 土砂災害警戒情報の発表前であっても，県が土

砂災害の危険があるとは公表できない．（発表前

でも箇所別が危険判定する可能性あり）

② 地域別で危険性があると表示されているメッシ

ュ内に危険性がないとは公表できない．（地域別

で危険判定したメッシュ内のＹ区域全てが箇所

別で危険判定することはあり得ない）

3) 県は地域別を公表しており，目的が同一であるが

判定結果の違うシステムを新たに公表することは住

民の混乱を招く．

図-1 地域別土砂災害危険度画面(1km ﾒｯｼｭ) 
[http://sabo.civil.pref.hyogo.lg.jp/chiikidosya/] 

図-3 地下水位の上昇により斜面の安全率が変化
するイメージ（10m ﾒｯｼｭ毎）〔物理モデル〕 

図-2 土砂災害発生危険基準線の設定例 
（5km メッシュ毎）〔経験モデル〕 
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4．箇所別公表に向けての取り組み

4-1.公表用画面の作成

前項の課題より,箇所別をそのまま公表すること

はできない.そこで，公表用としてＹ区域の危険度を

表示する新たな画面を作成した．（図-5） 

1)地域別に基づくＹ区域の危険度表示

1km メッシュ内のすべてのＹ区域は，1km メッシュ

と同じ危険度で表示する．（課題 2②への対応） 

2)箇所別に基づくＹ区域の点滅による危険度表示

1km メッシュ内でも，より危険と判断されるＹ区

域を強調表示する.ただし，箇所別のみの判定の場合

は，地域別を上位の情報として優先しＹ区域の危険

度は表示しない．（課題 2①への対応） 

3)地域別の情報として公表

新たに作成する公表用画面は，地域別の情報とし

て公表する．（課題 3への対応）なお，箇所別の 10m

メッシュ判定は，安全情報ととらえられる恐れがあ

るため表示しない．

4-2.既往災害事例での検証

丹波市で甚大な被害が発生した平成 26 年 8 月豪

雨災害を事例に公表用画面の適用性を検証した．

8 月 17 日 0 時 20 分に兵庫県と気象台は共同で丹

波市に土砂災害警戒情報を発表した．土砂災害はそ

の約 2 時間半後の後 17 日 3 時頃に発生した．当日

の降雨は丹波市でも一部の地域に集中しており，丹

波市は地域別を活用して前山地区等に対し災害発生

前に避難勧告を発令した．

図-6 に前山地区の再現結果を示す．前山地区のＹ

区域の着色は，17 日 0 時が橙色，17 日 1 時が赤色

と時間とともに危険度は変化するが，全箇所同じ着

色となっている．次に点滅のＹ区域（ジグザグ線枠）

に着目すると，17 日 0 時から 17 日 1 時にかけて時

間とともに点滅箇所は変化している（より危険と判

断されるＹ区域が強調される）.また，17 日 1 時に

は災害の発生したＹ区域（青色枠）のほぼすべてが

点滅している（見逃しなど危険側の判定となってい

ない）．

この結果より，今回作成した公表画面は,土砂災害

警戒情報を補足する情報として活用できることが確

認できた． 

5．まとめ

Ｙ区域の地形・地質条件等を考慮した兵庫県独自

のモデルである箇所別の公表について，課題及び公

表に向けた取り組みを報告した． 

なお，今回の取り組みについては，神戸地方気象

台をはじめ関係部局と情報共有をはかりながら進め

ている．今後，点滅のＹ区域に対し行政や住民がど

のような対応や行動をとるべきか，さらに協議を進

めてゆく必要がある．
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図-4 箇所別の Y 区域の判定方法

図-５ 公表用画面の作成イメージ 

図-6 公表用画面の Y 地区判定の遷移（前山地区）
（平成 26 年 8 月豪雨の再現計算結果） 
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